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市制施行 60 周年を迎えた行田市の魅力を再発見で
きる「行田ものしり博士クイズ」。

全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行
田のおいしい水「古代蓮の雫」1 ケース（500 ml ペッ
トボトル 24 本入り）を 1 人に、郷土博物館と古代
蓮会館の入館券（各 2 枚）をセットにして 5 人にプ
レゼントします。クイズに答えてあなたも行田ものし
り博士になりましょう。
問１　行田の夏を彩る「浮き城まつり」。この祭で、自治

会や企業単位で構成された連が「ソ―レ」の掛け
声を響かせながら練り歩く踊りは何でしょう？
Ⓐだんべ踊り　Ⓑ阿波踊り　Ⓒ腹おどり

問２　今年2月14日、NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネッ
トワークにより埼玉りそな銀行行田支店の北側
にオープンした施設は？
Ⓐぎょうだ観光博物館　Ⓑ足袋蔵まちづくり
ミュージアム　Ⓒふるさと情報館

問３　本市が平成10年から友好都市を結んでいる桑名
市と白河市は、それぞれ何県にあるでしょう？
Ⓐ愛知県・群馬県　Ⓑ三重県・福島県　Ⓒ広島
県・岩手県

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号
を明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田
ものしり博士クイズ７月号」係。

【はがき】〒 361 ー 8601 行田市本丸 2 － 5
【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　７月 31 日（金）（必着）
▶その他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当
選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただき
ます。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。
なお、正解は市報ぎょうだ９月号で発表します。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

クイズ
行田ものしり博士になろう！
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燃やせないごみの収集車の火災が６月８日に発生し
ました。これは、ガスが残っているスプレー缶やカセッ
トボンベ、ライターなどに何らかの原因で引火したも
のと考えられます。消火が遅れれば収集作業員や周辺
の住民の命に関わる重大事故につながりかねません。

このような事故をなくすため、次のことに注意して
集積場所に出してください。
○スプレー缶やカセットボンベは、穴を開けてから「資
源物」へ

○ライターや乾電池は必ず「有害ごみ」へ
※使い切らないライターなどは、わかるようにして出

してください。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎ 556―9530

ごみ収集車の火災防止にご協力を

一年で最もエネルギー使用量が増える夏、市や県な
どでは温暖化防止のためのキャンペーンを実施していま
す。温暖化防止には皆さん一人ひとりの協力が必要です。
身近なところから省エネを心掛けていきましょう。
エコウェーブ

埼玉県をはじめ８都県市では日常生活の中で温暖化
対策を実践するきっかけを与えていくキャンペーンを
実施しています。

本市でもこのエコウェーブと連携し、７月７日 ( 火 )
に午後８時から 10 分間、市庁舎を消灯します。また、
当日は忍城御三階櫓のライトアップを中止します。
エコライフDAY

一日、環境に良い生活にチャレンジしてみませんか。
チェックシートを見ながら、省エネ・省資源など環境
に配慮した生活をしてみてください。あなたが削減で
きた二酸化炭素量が計算できます。

なお、チェックシートは環境課で配布しています。
ほかにも埼玉県温暖化対策課のホームページ（http://
www.pref.saitama.lg.jp/A09/BE00/ecolife/
ecolifeDAY.html）から参加できます。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎ 556―9530

省エネを心掛けて　温暖化対策
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